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中野ボールト工場は大正10年に創業し、まもなく創立100周年を迎えます。こ
れまで「地域に根ざしたオンリーワン企業」を目指して事業を継続してこられ
たのも、皆さまからのご支援があったからこそでございます。

当社では、主に土木、建築、製鉄、造船、鉄道の分野で使用されるボルトの製
造・販売を行っております。年々、複雑化、高度化するニーズにも対応し、お
客様に喜ばれる「ものづくり」に努力して参りました。最近では、国内だけで
なく海外の鉄道にも使用されております。

また、中野ボールト工場は取得が難しいとされる「日本水道協会検査工場」の
認定工場です。当社の一番強みである「熱間鍛造技術」を駆使し、精密でフレ
キシブルな製品づくりに日々取り組んでおります。

これからも高い生産効率を維持しつつ、海外も視野に入れて飛躍を遂げたいと
考えております。

最後になりますが、今後とも皆さまからのさらなるご指導、ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

代表取締役 中野 慎一



中野ボールト工場は、社員一丸となり、品質にこだわった物づくりに徹して
います。常に技術力を培い、プロフェッショナルな職人集団となるべく精進
しております。

物づくりを通して、社員一人ひとりが日々成⾧させてもらっているのは事実
であり、このことを「モノが人をつくる」という言葉で表現しています。

また、職人技の伝承の為、後継者の育成に努めていますので、これからもお
客様に信頼いただける製品を提供し続けて参ります。

企業理念 corporate philosophy



会社概要 corporate outline

会社名 株式会社中野ボールト工場

代表者 中野 慎一

創業 大正10年10月1日

設立 昭和28年4月1日

資本金 1000万円

従業員数 21名（2021年4月現在）

取引銀行 西日本シティ銀行比恵支店、三井住友銀行福岡支店、
りそな銀行福岡支店

会社沿革 corporate history

大正10年10月 福岡市御供所町13番地に中野鉄工所として創業。

昭和12年12月 福岡市西堅粕上牟田189番地に移転。
戦後、通産省の指定工場に推薦され、特に鉱山（石炭）部門に納入。
以後、鉄工、造船、鉱山、化学、鉄道、土木、建築等の各部門に納入。

昭和28年4月 株式会社 中野ボールト工場として発足。

昭和44年6月 現在地に移転。

昭和45年10月 創立50周年を迎える。

昭和48年6月 日本水道協会検査工場として登録。

昭和51年7月 県内ボルトメーカー5社にて福岡県ネジ協業組合を設立。弊社工場内
に冷間鋳造ボルト工場を建設し、冷間ボルトの製造を開始。

昭和60年7月 組合解散に伴い、弊社にて冷間ボルト事業を引き継ぐ。

平成24年10月 創立90周年を迎え、現在に至る。



生産品目 production item

鍛造（加熱）ボルト 六角頭ボルト、丸頭ボルト、 四角頭ボルト、⾧方頭ボルト、
皿根角ボルト、丸頭根ボルト、継目板ボルト（モール）

機械加工ボルト 胴仕上ボルト、段付ボルト、リーマボルト

アンカーボルト タイロットボルト（両ネジ、片ネジ）

曲げ加工ボルト Uボルト、シャックル

溶接加工ボルト 組アンカー

その他 パイプ式ターンパックル

材質 SS400、S45C、SCM435、SUS304、異形鋼

処理 熱処理、電気メッキ、ドブメッキ

鍛造径 10～80mm

ネジ径 M6～M110、W3/8～W2゛、右ネジ、左ネジ

生産能力：月産約150ｔ



弊社では、ご注文を頂く物のほとんどがオーダーメイド品です。
⾧年積み重ねた実績から得たノウハウで、お客様の多様なニーズにお応えし、材
料の仕入れから梱包まで自社で行っています。

また、九州唯一の日本水道協会検査工場※として、水道管に使用するボルトも製造
しております。日常的に口にする水道水は、ボルトの不良（寸法異常や強度不
足）によって健康に影響を及ぼさないよう、厳しい水準が設定されております。
当社は認定工場として、日本水道協会からの定期的な査察を受け入れており、常
に万全な環境下でボルト製造を行っております。

迅速な見積りはもちろん、各種ボルト製品、ネジ製品、取付部品、アンカーボル
ト、フックボルトなどもお気軽にご相談ください。

※日本水道協会検査工場 第S-21号

福岡市水道局水道用資機材製作者16福水総第2497号

様々な分野において、全国で使用されております。

土木

建築

鉄道造船

製鉄



中野ボールト工場の最大の強みは熱間鍛造技術を駆使したボルト製造です。
熱間鍛造とは、金属を加熱し柔軟になった状態で加工を行う製法です。この製
法を用いて、当社ではあらゆる形の頭部をもつボルトを製造しております。

また、この製法では、柔らかくなった金属を成形するための金型が必要となり
ます。この金型づくりが非常に重要で、精巧な金型を製作する技術がなければ、
特殊なボルトは製造できません。当社には、ベテランの金型づくりの職人が
揃っておりますので、特殊なボルトでも造りあげることができます。

なお、過去にはボルト１本から製作した実績があり、小ロット、多品種製造が
可能です。

熱間鍛造の特徴
・複雑な形状のものでも製造できる
・内部欠陥がなく強度が高い

小ロット・特殊なボルト等、
お客様のニーズにお応え致します。

まずはご相談ください。



切断
約6mの鉄の材料を

必要な⾧さに切り分ける

鍛造
切断したものを重油加熱し、

ボルトの頭を成形

エバリ落とし
鍛造時にボルトの頭の周囲に

生じたバリを除去

絞り
ボルトの一部を絞り込み、

ボルト径を縮小

ねじ部転造加工
ボルトの絞り込んだ部分に、

ねじ加工を施す

製品
ご要望があれば、ステンレス
製品は黒ずみを除去（酸洗い）

梱包
段ボールもしくは麻袋に入れ、

工業用ラップで梱包

製造工程 manufacturing process 



製品紹介 product introduction

≪鍛造（加熱）ボルト≫

≪機械加工ボルト≫

≪ネジ加工ボルト（片ネジ・両ネジ・全ネジ）≫

≪曲げ加工ボルト≫



〒816-0921 大野城市仲畑1丁目9-34
TEL 092-591-5530
FAX 092-591-5897

C

Nakano Bolt Factory Co., Ltd.
URL http://nakano-bolt.com
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